
 
港区立高松中学校 学校だより 5月号 

令和７年５月 2３日 校長 大島 一浩 

創立１９４９年（昭和２４年） 高松中学校は今年度で７６周年を迎えました。 

チームビルディング 

 

新しい学級が始まって１ヶ月と少し経ちました。最初は多少ぎこちなく始まった生徒たちも

次第にお互いが慣れてきた今日この頃です。 

さて、企業などが実施している、組織の目標や理想を達成するために一人一人の能力や個性

を発揮できるようにするための環境づくりは「チームビルディング」と呼ばれています。この

取組を通して、組織内の人間関係性が良くなり、チームワークが向上します。 

１年生が今月、長野県野辺山方面で三日間の移動教室を実施しました。その二日目には、「NPO

法人国際自然大学校」で丸一日体験活動をして過ごしました。例えば「一つのターザンロープ

を使って、離れた狭い島の上にチーム全員が乗り移る」、「長短二つの板を使ってチーム全員が

反対側の島の上に移動、最後に板を回収する」など、チームによって全く同じではない、いく

つもの課題に生徒たちは挑戦しました。ファシリテーターの出す課題はどれも難しく、「そんな

のできるわけがない」と最初生徒たちは同じように口にしていました。よくあるフィールドア

スレチックならば個人がクリアできるかどうかですが、ここでは違います。チームとして所定

の課題にクリアして初めて成功となります。待っている間も気が抜けません。誰かの足が地面

についてしまうなど、途中で失敗したらチームとして始めからやり直しです。失敗するたびに、

チャレンジをする順番を変えたり、友達を助けるような行動をとったりなど、方法や作戦につ

いてチーム全員で話し合いながら、何度も繰り返します。ファシリテーターは話し合いが進む

ように促してはくれますが、正解は教えてくれません。生徒たちが試行錯誤しながら自分たち

の力で解決方法を見つけ出していくまで辛抱強く支えてくれます。何度もやりなおして、チー

ムとして見事成功した瞬間、生徒たちは大きな歓声を上げ、表情は全員が笑顔です。課題解決

に向けてアイデアを出すこと、人を助けること、助けてもらうこと、仲間と協力すること…、

そして課題を解決したという共通の達成感によって、コミュニケーションが深まり、チームと

しての一体感が生まれました。この日は自然の中で、生徒たちにとってまさに「チームビルデ

ィング」となりました。この経験はこれからの学校生活の中で必ず生きてくるはずです。 

 

 

 

                                 港区立高松中学校 

                                 X（旧 Twitter） 

 

 

 

 

高松中学校では、移動教室のようすなどを Xにて発信しています。学校 HPの 

学校ブログと合わせてご覧ください。 

  

 


